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今回NIIが整備を行う範囲
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共同利用システム
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図書館システム・ネットワーク

OCLC CBS Ex Libris Alma
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これからの学術情報システム構築検討委員会

図書館システム・ネットワークと
対象とする資料



これからの学術情報システム構築検討委員会

① 「紙」の図書に代表される「物理的な資料」

② 「電子ブック」に代表される「電子的な資

料」

③ 図書館でメディア変換を介し，デジタル化を

行った「デジタルな資料」

スコープとなる資料
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「物理的な資料」のシステムとメタデータ
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース契約データ共
有サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
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新NACSIS-CAT/ILL

OCLC CBS
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新NACSIS-CAT /ILLの概要

現在のNACSIS-CAT/ILL の機能を当面維持し，参加する約1,300 

機関が利用する図書館システムとの接続の継続性を確保しつつ，

新たな国際標準への対応を可能とするシステム

すなわち，新NACSIS-CAT/ILL では，MARC21を基礎として，RDA 

（Resource Description and Access），日本目録規則 2018 年

版のほか，米国議会図書館が主導する新たなメタデータスキー

マであるBIBFRAME等への対応が可能

これにより，国外諸機関などとの間での書誌データ流通等がよ

り効率的に行える環境が出現



これからの学術情報システム構築検討委員会

システム更新の方針

現在の図書館システムの変更は伴わない【2023年冬

公開予定】

現行の図書館システムとの接続方法はそのまま継続

現行のNACSIS-CATのデータ，機能はそのまま利用可能

CAT2020で導入されたPREBOOK, RELATIONを維持

書誌・典拠データ作成にかかる運用変更は行わない
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スケジュール
（新NACSIS-CAT/ILL）［予定］

2021年度 2022年度 2023年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

電子リソース
契約データ
共有サービス

新NACSIS-
CAT/ILL

・・・

システム導入 運用開始
準備 運用開始

システム導入

ベンダー
から 参加館から

運用開始

データ移行

ベンダー
向け 参加館向け検証環境公開

評価・フィードバック



これからの学術情報システム構築検討委員会

メタデータ

2023年度に，「日本目録規則2018年版」（NCR2018）の適用

を開始することにより，相互運用性を高め，より豊かで，

図書館職員のみならず，利用者（エンドユーザー）にわか

りやすい目録を構築することを目標

2021年度は，和図書等に係る適用細則案の作成を進めてお

り，これから委員会での審議を経たのちに公開予定

その後，2022年度には，洋図書についても適用細則案の作

成を行うほか，「目録システムコーディングマニュアル」

への反映作業を行う予定



これからの学術情報システム構築検討委員会

「電子的な資料」のシステムとメタデータ
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース契約データ共
有サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

電子リソース契約データ共有サービス

ExLibris Alma
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『これからの学術情報システムの在り方について（2019）』において

示されている，電子情報資源の効率的なワークフロー実現のために必

要な「契約パッケージに含まれるタイトルリストやライセンス情報等

の各機関共通のデータを共有できるシステム」を実現したもの

具体的には，国内外の出版社・学会等から大学図書館コンソーシアム

連合 （JUSTICE）に提出された電子リソース製品の利用条件やタイト

ルリスト等，共通性の高いデータを蓄積し，公開許諾が得られたデー

タを各機関の図書館システムで共有するための仕組みを提供

 2022年度に，まずはライセンス情報のメタデータを対象として，サービスを開

始する予定

電子リソース契約データ共有サービス
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ライセンス情報（ライセンスメタデータ）

利用者向け（公開すべきもの）

例）ILL可否，教材への利用可否，リモートアクセス可

否，学外者の来館利用可否

図書館員向け（非公開とすべきもの）

例）契約終了後のアクセス条件，DDP情報，学認対応有

無
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タイトルリスト関連情報

タイトルリスト

出版社やナレッジベースベンダーによって提供されない，

JUSTICEオリジナルのリスト

KBART準拠で記述

タイトルリスト差分データ

創刊，終刊，移管等により，パッケージのタイトルリス

トに変更があった場合の差分データ

KBART準拠で記述
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タイトルリスト関連情報

メンテナンステンプレート

図書館でのタイトルリスト（管理用／公開用）のメン

テナンス方法は，出版社／パッケージごとに異なるた

め，これをパッケージごとに示したドキュメントのこ

と
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メタデータ等の共有方法

① ダウンロードサービス

 Alma非導入機関からデータ共有サイトをブラウズ／検索して，必

要なものを自館向けにダウンロード利用する

② 図書館システムからの直接参照

 Alma導入機関からAlmaネットワークゾーン（複数のAlmaがデータ

を共有する領域）を直接参照し，必要なものを取り込んで利用す

る

③ APIによる参照

 Almaネットワークゾーンが備えるAPIを直接参照し，利用条件等の

データを機械的に取得する
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ライセンス情報を活用する意味

利用者向けの情報を提示することで，利用者が

知らず知らずのうちに，ライセンス違反を行っ

てしまうことを防ぐことができる

図書館として，自らが利用できる権利を有する

電子的な資料の状況を正確に把握することで，

物理的な資料と同様の資産管理や財産管理を実

現することができる
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キャンセル後の「アーカイブ権」管理

？
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ライセンス情報の活用例
リンクリゾルバでの表示（ライセンス情報-利用者向け）
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タイトルリストが生み出す価値

KBART準拠のタイトルリストは，図書館システムあるいはリンク

リゾルバ等の各図書館が利用するシステムに取り込むことができ

るようになる

これを利用することで，JUSTICEを通じて提供される電子ジャー

ナルや電子ブック等のタイトルとライセンス情報を各図書館が利

用するシステム内で管理することができるようになる

また，OPAC等の「紙」の書誌レコードとマッチングすることで，

「紙」に加えてJUSTICEを通じて提供される電子リソースへのリ

ンクをシームレスに形成するということも可能になる
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ライセンス情報とタイトルリストの活用例
図書館システムでの活用（タイトルリスト/ライセンス情報―図書館員向け）
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OPACでの表示（タイトルリスト/ライセンス情報ー利用者向け）

ライセンス情報とタイトルリストの活用例
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そのほか，これらのタイトルリストをシステムに取り込むこ

とで，各図書館ではJUSTICEパッケージのナレッジベース

（タイトルとアクセス可能な年次，URLなどを組み合わせた

データベース）を構築することができる

これらのナレッジベースは，OpenURLと組み合わせることで，

JUSTICEパッケージに対応するリンクリゾルバとして機能さ

せることができる

これにより，さまざまなデータベースの論文メタデータから

全文リソースへと効率に誘導する仕組みを各図書館の購読状

況に合わせる形で，構築することができる

27

ライセンス情報とタイトルリストの活用例
図書館システムでの機能追加
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スケジュール
（電子リソース契約データ共有サービス）
［予定］

2021年度 2022年度 2023年度

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

電子リソース
契約データ
共有サービス

新NACSIS-
CAT/ILL

・・・

システム導入 運用開始
準備 運用開始

システム導入

ベンダー
から 参加館から

運用開始

データ移行

ベンダー
向け 参加館向け検証環境公開

評価・フィードバック
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電子リソース契約データ共有サービスの「次」

電子リソース契約データ共有サービスの導入により，JUSTICE参

加館においては，電子ジャーナルを中心とする契約タイトルリス

トとURL情報，ライセンス情報の管理に道が開かれる

ただしJUSTICE参加館で共有されるタイトルリストは，とくに電子ブック

のメタデータとしては「物足りない」ことから，この点を解消する仕組

みが求められる

また国内で提供される商用の電子ブックは，一般的にJUSTICE契約の外で

提供されており，これらの存在を効率的に把握し，CiNii Booksや図書館

システムで活用できる仕組みを構築する必要がある
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CiNii Booksの現状

検索対象は,「紙」の書誌レコードがある資料のみとなっているが，利用者の視

点から考えても「紙」の目録であるNACSIS-CATと並立する，必要かつ十分なメタ

データを集約した「電子」の目録のニーズは大きいと認識



これからの学術情報システム構築検討委員会

電子の「目録」構築とマイクロコンテンツの可
視化

「共同利用システム」を国内で出版させる学術電

子ブックのメタデータを集約するプラットフォー

ムとしても機能させることで，電子の「目録」を

構築する方向で検討を進めている段階

マイクロコンテンツ（電子コンテンツを構成する

章や図表など）に識別子（DOI）を付与することで，

単一のレコードとして扱えるようにし，可視化で

きないかを模索している



これからの学術情報システム構築検討委員会

新NACSIS-CAT

新NACSIS-CAT新NACSIS-CAT/ILL
共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

国内電子ブックの書誌情報共有（図）

書誌データ

国内出版社・書店・
openBD等

所蔵データ

登録・利用 登録

書誌データ
（参照MARC・
PREBOOK）

国会図書館・
海外図書館等

利用

電子リソース契約データ
共有サービス

アクセス情報・
ライセンスデータメタデータ

ダウンロード
利用

流用登録・
利用

書店プラットフォーム
（KinoDen・MeL・…）
商用ナレッジベース

メタデータ・
アクセス情報

流通

DOI登録
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マイクロコンテンツへの動線事例

たとえば「紫式部」で検索をすると，「目次」のデータが検索結果とし

て挙がってくる

国立国会図書館デジタルコレクション
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クリックすると，該当のページ（章）を直接閲覧することが可能

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950740/162, (accessed 2021-11-17)

国立国会図書館デジタルコレクション

マイクロコンテンツへの動線事例

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950740/162
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マイクロコンテンツ（チャプター等）のレコード化

「電子」の目録の書誌レコードが，目次レベルの情報を有する場合，チャプター

レベルのレコードを機械的に作成し，共有することを考慮
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マイクロコンテンツとILL
 マイクロリソースの検索結果から，ILLへシームレスにつながる仕

組みを作ることで，より正確なメタデータを取り込んでの申請が可

能となる

 （図書館と出版社が望む）ライセンスデータを明示し，その内容を

システム側に反映させることで，ILLができるもの，できないもの

の判別が可能となる

 これにより，海外と同様に利用者が所属する図書館の手を介さない
Unmediated形式のILLの実現につなげることができる

 出版社と協力し，ILLと併せてリソースそのものの販売やSTL（Short 

Term Loan）などを提供することで，文献入手の多元化を進めることが

できる



これからの学術情報システム構築検討委員会

「デジタルな資料」のシステムとメタデータ
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「デジタルな資料」について

 学術機関（大学等）が構築しているデジタルアーカイ

ブのメタデータをジャパンサーチに連携するための考

え方について，部会としての見解をまとめている段階

共同利用システムを構成するIRDBが，学術機関（大学

等）のデジタルアーカイブと，ジャパンサーチを結ぶ，

主要な「つなぎ役」となることを前提として，流通経

路やデータ交換形式について議論を進めている



これからの学術情報システム構築検討委員会

（DC-NDL）

変換機能

各領域の
つなぎ役経由

ポリシーに
応じた収集

（junii2は将来JPCOARスキーマへ移行）

サブつなぎ役として
図書館で集約する

地域/分野の
デジタルアーカイブ

学内各所の
デジタルアーカイブ

デジタルアーカイブの効率的なメタデータ流通経路（図）

学術機関（大学等）のデジタルアーカイブ

JPCOARスキーマ

DOI登録

デジタルアーカイブ
CSV、Excel、
DC-NDL、MARC21、
DCMI Metadata Terms
等…

デジタルアーカイブデジタルアーカイブ

機関リポジトリ

ルート②図書館領域

ルート①A
(JPCOARスキー

マ）

（既存の多様なデータ形式）



これからの学術情報システム構築検討委員会

メタデータ

デジタルアーカイブにおけるスキーマ等の要

件については，国立国会図書館とJPCOARとの間

で，さまざまな調整を行っている

「これからの学術情報システム構築検討委員会」

そのものがメタデータスキーマを策定するわけでは

ないが，「つなぎ役」のシステムを構築しようとす

る立場から，必要とされるメタデータの在り方につ

いて，意見を表明している状況



これからの学術情報システム構築検討委員会

メタデータに関する意見表明

これからの学術情報システム構築検討委員会

では，このような「システム」での適用を前提

とするメタデータの在り方について，「デジタ

ルな資料」のみならず，「物理的な資料」，

「電子的な資料」についても，委員会としての

見解を文書としてまとめつつある

最終的な審議の後に公開する予定



これからの学術情報システム構築検討委員会

「共同利用システム」とそのメタデータが持つ可能性

「共同利用システム」が各参加館に対して個別のインスタンス（検索画面）を用

意することで，最終的には多様なメタデータを統合的に検索するウェブスケー

ル・ディスカバリ・サービスを実現できる可能性もある（カナダのCounty of

Simcoe Library Cooperativeコンソーシアムなどですでに実現）



これからの学術情報システム構築検討委員会

ご清聴ありがとうございました
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